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№ 会 場 議会報告会における意見・要望等 議会（委員会）の回答 委員会
１ 上堅田 女島の14メートル岸壁の利用はどの程度のものか。大在 水深14メートル岸壁については、平成25年度中の一部完 建設

埠頭のようなものなら期待できるが。運送が主になると思 成・供用開始を目標に工事実施中です。一部完成後は、原木
うが、どのような活用ができるのか。 や石膏等のバルク貨物（バラ荷）を中心に扱う国際物流ター

ミナルとしての活用を考えています。現在、佐伯港は水深10
mの岸壁があり、年間30隻の外航船が入港しています。（H2
3港湾統計）
今後は、水深１４メートル岸壁をセールスの核にし、東九

州自動車道の早期完成とあいまって、海と陸の連携した交通
ネットワークが形成されることによって、さらに大型船の誘
致を進め、多くの船舶に入港していただけるようポートセー
ルス（港活用の営業活動）を行うとのことでした。
委員会としては、この岸壁の新たな活用に向けた積極的な

取組を、要望していきたいと考えています。
２ 上堅田 P10のエビセキ川の改良事業について10年掛かるという エビセキ川の改良事業については、市の単独事業で平成２ 建設

部分の早期完成をお願いする。 １年度から整備を行っています。全体計画延長約７００メー
トルの護岸整備を計画している中、平成24年度末までに１７
０メートルを実施する予定です。また、国交省が平成２３年
度から着手していた蛇崎排水ポンプ場も平成2４年12月に完
成したことにより、流路整備が急務な状態となっています。
しかし、現状では市単独の事業でしか投資的な手法がなく、
交付金事業やその他、国の補助金事業として採択されないこ
とから、事業費の予算確保に努めたいと考えているとのこと
でした。
委員会としては、財源確保など早急な事業への取組を市に

要望いたしました。
３ 下堅田 柏江では、水害が非常に多いです。水門のフロート化を 柏江区も洪水時等には、内水被害が発生しています。市で 建設

お願いしているが、まだ手つかずの状態である。台風の時 は、非常時に堅田川右岸の柏江地区に８インチの排水ポンプ
は、ポンプをリースして設置するということでしている。 を４基設置して内水排除対策を行っています。なお、水門の
フロート化にすることにより、非常に水の排水がよくなる 建設・維持管理については、当該河川は県管理河川であるこ
と思う。長良地区の水が流れてくれば、宇山、汐月、江頭、 とから今後、県に対し、積極的に水門のフロート化の要望を
柏江が浸かる状況である。 行いたいと考えているとの市の見解でした。

４ 下堅田 柏江は都市計画地域になっている。制約もあり増築など 柏江区の農道は、幅員が２．５メートルから３．５メート 建設
もできない状態になっている。４メートル道路もない状況 ルしかなく、市道認定基準の４ｍに達していないため困難で
（農道）である。都市計画地域なため不便さを感じている。 あるとの見解です。
農道を市道に格上げしてもらいたい。
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５ 下堅田 運動公園の第一駐車場（球場下）が雨が降ったら雨が一 総合運動公園の第一駐車場に降った雨は法面を伝い法下の 建設
般道に流れ出る。運動公園が出来る前は地面にしみ込んで 排水路に流れ込むように設計されております。
なんともなかった。運動公園が出来たことによって、それ 今回の案件の箇所は、運動公園施設として造成していない
がずっと続いている。何回も要望を出しているが、なかな 山林（むかしの広場）から一般道に流れ出ている状況です。
か改善されない。人家があるが苦情は出ていない。排水路 何回も要望を出しているとのことですが、毎年提出される地
の改良をしていただきたいということで前も話したが、全 区からの要望書には、記載されていないことから、まず、地
く進んでいない。 区要望として提出されることが、必要であると思います。そ

の上で、側溝等の設置について検討したいとの市の見解でし
た。

６ 下堅田 通学路に関して運動公園の関係で子どもの自転車が多く、 現地を確認したところ、道路幅員が狭く、転落防止柵を設 建設
また道路が狭くて車と接触したということもあるのでガー 置した場合、車が転落防止柵の柱に接触する可能性が十分に
ドレールの要望も出している。対応をお願いする。 あると考えている。今後、市としては車両通行制限の可否あ

るいは、通学路の変更ができないかなど、地元・関係機関と
も協議したいと考えているとのことでした。

７ 和楽 避難地・備蓄関係の整備を早急にやっていただきたい。 市では、津波から人命を守るためには、まず避難路が必要 総務
との考えから、地域が設定した津波避難地への避難路の整備
を平成23年度から各地域で行っていますが、避難地につきま
しても、平成25年度から人口の集中する市内中心部の避難地
の整備に着手する予定です。
なお、避難地への備蓄倉庫の整備についても実施に向けて

調整してまいりましたが、避難地・避難路整備でも制限を受
ける農地法や、倉庫と言えども建築基準法が適用されますの
で検討に時間を要した状況です。
市では、事業実施の準備が整ったので自主防災組織等の意

向を調査し、整備の支援を行うとのことです。
８ 和楽 避難地に備蓄倉庫等を考えているが、農地との関係があ 農地法の関係上、農地に備蓄倉庫を整備する場合には、農 総務

り困っている。何とか緊急防災対策としての連携でどうに 地転用・許可の届け出が必要となります。市としても農地法
かならないのか。 の適用を受けず、倉庫の設置が出来るように県や市長会に要

望していますが、現状では農地法適用下での倉庫設置を進め
ていかざるを得ない状況であり、御理解をお願いいたします。

９ 和楽 新女島・女島地区の避難路避難地の対策をしていただき 市では、避難地としては女島山を整備する方針であり、既 総務
たい。 に避難地として調査・工法を検討する予算を平成24年12月
（※避難地が遠いので避難タワー設置を求める主旨） 補正で債務負担行為として計上し、その業務委託を発注済で

す。今後は平成２５年度に測量設計、平成26年度に整備工事
を行う予定にしています。また、女島山への避難路について
も一部工事を発注済であり、平成２５年度に残りを整備する
予定です。
なお、市では、避難タワーの設置については、まだ具体的
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な計画には至っていませんが、市内中心部の避難計画を検討
する中で調査研究を進めていくとのことです。

１０ 和楽 公共施設を造ると維持管理費が掛かってくるが、これか 「公共施設白書」を作成するには、施設運営に係る人件費、 総務
ら何十年間の間に今ある施設に対してどれくらいの修繕費 光熱水費、維持補修費をはじめ施設の規模、利用状況などの
や維持管理費用が掛かるか等の調査をして、公共施設白書 実態を保有している全ての施設について調査する必要があり
を佐伯市のほうでも作っていただきたい。 ます。市では、今後、内部協議を行い先進地の事例等を参考

にしながら調査・研究を行っていきたいとのことです。
１１ 和楽 渡町台小学校の体育館の建て替えをしていただきたいし、 執行部に確認したところ、渡町台小学校の体育館は、現在、 教民

同時に備蓄倉庫を備えたものにしていただきたい。 耐震診断・補強計画を実施中で平成２６年度には耐震補強工
事と併せ大規模改造を行う計画になっているとのことです。
備蓄倉庫の設置については、体育館は建替えではないため、
地域の要望があれば、別の事業にて検討することとなります。

１２ 和楽 渡町台小学校の自校方式の給食室を、被災後の炊き出し 執行部に確認したところ、渡町台小学校の給食調理場は、 教民
等の意味合いからも維持していただきたい。 耐用年数も過ぎ、老朽化していることから、早急な建替えが

必要ですが、他にも老朽化した調理場等も数カ所あることか
ら、渡町台小学校のみを単独調理場として建設することは、
今現在は考えておらず、行革プランによる「学校給食施設統
廃合計画」どおり取り組んで行きたいとのことでした。
委員会としては、給食センターのあり方について研究して

いきたいと思います。
１３ 八幡 衛星電話を緊急に配備する必要があるのではないか。 市が津波災害時に連絡手段として全ての避難所に衛星携帯 総務

（避難所からの連絡手段として） 電話を配置することは、月々の維持管理費などからも難しい
状況です。市では、巨大地震による被害想定等を勘案しなが
ら現在、避難所を見直し中であり、広域避難所となる施設に
おける連絡手段の確保については、今後研究していくとのこ
とです。
議会からも管理費については、地元負担にするなど設置に

向けての研究を要請いたしました。
１４ 大入島 堀切の施設は民間が運営しているが、とても狭く利用者 執行部に確認したところ、デイサービスセンター海悠園の 教民

の肩が当たるくらいで閉じ込められてかわいそうに感じる。 食堂兼機能訓練室（談話室）の広さについては、手狭な感は
施設の拡張などの対応できないか。 ありますが、国の定める基準は満たしており、現段階での施

設拡張の計画はないとのことです。今後は、利用者数の推移、
利用者の身体の状況などを踏まえ検討するとのことですので、
委員会としても注視していきたいと思います。

１５ 蒲江 消防団と区長さんだけでは対応しきれないので、地元の 災害による被害が同時多発した場合等、市が公的な応急対 総務
危機管理体制づくりに対し、どのように考えているのか。 策を全ての地域で実施することは難しく、その間の対応は地

区や消防団に頼らざるを得ません。幸いにも蒲江地区では、
全地区に自主防災組織が結成されており、避難訓練等、地域
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住民を巻き込んだ形で防災活動が行われています。
また、市では、地域の防災リーダーとなる防災士の養成や、
訓練や資機材整備等にかかる補助制度創設など、自主防災組
織の活動支援に努めるとともに振興局等防災関係機関との連
携強化を進めながら、地域の危機管理体制を整備していきた
いとのことです。

１６ 蒲江 佐伯市だけが何でも進んで蒲江が一番取り残されている 執行部に確認したところ、エコセンター蒲江は、大規模改 教民
ような気がします。エコセンターも修理ができるときにな 修の必要が生じなく、エコセンター番匠でのゴミ処理量が、
ぜしなかったのか。得をしたのは土地を売ってたくさんの 現在より10％程度の減量ができるようになるまでの間は、閉
お金が入った人たちではないのか。役目が終わったエコセ 鎖することはありません。また、閉鎖した場合でも、敷地内
ンターをどうするのか。 にある最終処分場の管理の関係もあり、跡地利用の計画はな

いとのことです。
委員会としては、ゴミの減量等も含めエコセンターの状況

を注視していきたいと思います。
１７ 蒲江 昔のあの波当津の海岸の面影が今はなくなっている。沖 波当津海岸は、白砂青松100選の一つに選ばれており、昔 経産

で砂を取るから、みな砂が逃げていってしまっている。 とかわらない美しい情景をそのまま後世に残し、伝えていき
たいとの思いは皆さん感じているところです。御指摘の波当
津湾沖での砂利採取については、平成23年度で終了しており
ます。佐伯市沿岸ではほかに、上浦蒲戸、大浜沖で平成５年
から15年まで、入津湾では30年以上継続しており、平成27
年４月で終了の予定となっています。浚渫による浸食及び漁
業被害についての因果関係は現時点では把握していません。
浚渫による影響としては、船上からの濁水、礫分の排出に

よる影響及び海底地形の変化などが考えられることや生態系
への影響が懸念されています。
本委員会としても、波当津海岸以外の砂利採取に関わる事

業を継続している箇所があることから、生態系への調査結果
及び砂利採取量等の状況把握に努めるとともに、引き続き、
周辺環境に悪影響を及ぼさないよう注視していくことを確認
いたしました。

１８ 上浦 県に要望しても担当者がすぐ異動になる。市も含め事務 市では、人事異動に伴う事務引継は「事務説明書」「懸案事 総務
引継をきっちりやってもらいたい。 項書」という書面を用いて行っています。また、自治会から

の県への要望に係る対応ついては、その内容により担当部署
へ文書で回答を依頼し、担当部署は現場等を確認して県へ要
望書を提出しています。県はこれを受け対応を検討し、市へ
回答を送り、これを市が当該自治会に文書で回答していると
のことです。
議会としても、県事業に係る事務引継のあり方については、
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市の執行部からも働きかけてもらうよう要請いたしました。
１９ 上浦 昨年９月に高校生の通学費補助の請願を出し市議会で通 佐伯市では、平成２４年度春季大分県市長会に「高校生の 総務

った。３月に執行部からほとんどゼロ回答があり、その後 遠距離通学に係る費用の軽減に繋がる支援体制の導入につい
議長から「今後市議会で取り組んでいく」と書面回答があ て」を議案として提案し、同会は、この要望議案を採択した
ったが１年間そのままになっている。宇目など周辺部では 上で同年５月に大分県知事に対して、県内の同一市内におけ
近いからと三重総合などに通っているので、補助を出して る「高校生の遠距離通学にかかる支援制度」の導入を要望し
でも佐伯でと考える。教育委員会は義務教育以外は管轄で ています。しかし、同年６月に示された県からの回答では、
はないと言うが、佐伯市には専門学校や大学等がないので、 平成18年度から県が導入している「通学費等奨学金」制度の
佐伯で人材育成できるチャンスは高校だ。防災についても、 活用を求めることと関係高校が中心となりバス会社等に対し
阪神淡路大震災後、兵庫県の大学では復興について研究し 通学定期の割引拡大の働きかけを行うという内容でした。ま
たり、防災科を持っている高校もある。その点からも佐伯 た、第１次総合計画後期基本計画（素案）に意見を求めた地
市の教育のありかた、人材育成などを提言してほしい。 域審議会では「高校生の通学費補助」に関する追加の要望が

出されましたが、高等学校が義務教育ではないことや県の見
解を踏まえて、市では現時点では補助制度の創設は考えてい
ない旨の回答がされています。
議会としても、市に対して補助実施に向けた取組を強く要

望いたしました。
２０ 上浦 学校薬剤師として毎年理科室の薬品検査をするが、古く 執行部へ確認したところ、平成24年11月の時点で、今後 教民

て薬品名が不明なものもあり理科の先生から相談を受ける。 使用見込みがない毒物・劇物等の薬品が存在している学校が、
学校は安全な所なので、毒物・劇物の処理ができるような 数校ありましたが、今年度中に廃棄処分するとのことです。
予算を毎年取っておくことはできないのか。 学校から出される廃棄物や不要な理科薬品の処分費につい

ては、教育委員会が毎年100万円の予算を計上しており、こ
の予算により適正に処理しているとのことです。

２１ 上浦 東九州の観光に力を入れているようだが、素人がＰＲし 合併前に矢野大和氏を観光大使として任命、佐伯市観光大 経産
ても能力に限界がある。延岡・佐伯で東九州観光大使に矢 使として活躍されていました。市役所退職時に観光大使も辞
野大和さんあたりに改めてなってもらい、お笑い講演の中 職され、その後、佐伯市では、観光大使の任命は行っていま
でＰＲしてもらえれば、もっと効率よく観光ＰＲができる せん。
のではないか。事業効果は大きいと思うが、どうか。 現在、お笑い芸人「ダイノジ」を『ごまだし大使』として

委嘱、県内外にごまだしをＰＲしていただいています。著名
人によるＰＲやメディアへの露出は効果絶大であり、佐伯市
としても、矢野氏を初めとする地元出身の著名人と調整を図
りつつ、観光大使任命に向けて取り組んでいきます。
東九州自動車道の県境間・全線開通に向けての取り組みと

しては、佐伯延岡間が無料区間となる有利さを最大限に生か
しつつ、臼杵・津久見を含めた広域観光に取り組むとともに、
インター周辺の案内板やマップの整備、さらに、ストレスな
く、安心してドライブできるよう道路標識の設置をしていき
ます。
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また、フェイスブックやブログ等、インターネット上のさ
まざまなソーシャルメディアにも対応する情報発信も積極的
に行ってまいります。
今後の具体的な取組としては、各社エージェントを活用し、
広く広報に努め、ミニツアーの実施（造船の進水式、野路菊、
陸地みそなど）を企画するとしており、地元食材の発掘、Ｐ
Ｒを積極的に行い、誘客につなげていくとのことでした。ま
た、蒲江（名護屋）地区内のグラウンドを利用した「蒲江イ
ンターパーク構想」を計画しています。この事業は、地元の
方も参加した形のレストランや休憩場などを設け、来街者・
誘客の増加につなげようとするものです。
周辺地域には、「弁天島」「優心イオン酵素おがくず風呂」「釣
っちゃ王」などの観光資源があり、それらを連携させた構想
案を策定中です。
平成25年度の事業着手に向け、地元からの期待する声も伺

っているとのことです。
本委員会としても、これら地元の観光資源を生かした、Ｐ
Ｒ、取り組み等を積極的に行うことで、誘客等にもつなげら
れる最大のチャンスと捉えておます。引き続き、それぞれの
取り組みが有機的に機能するよう支援等を行っていきます。

２２ 鶴見 バスの路線数について 民間バス会社では、収支の悪い路線を経営合理化のために 総務
（１）下梶寄まで本数が２便ぐらい減るという話がある。 廃止や減便をしており、このため市では、住民の交通手段を
朝などは高校生の通学用としてなくてはならない路線です。 確保するため既存路線の存続に向けてバス会社と協議をして
現在、１日７便ありますが、２便ぐらい減る可能性がある います。市のコミュニティバス事業は、これまで公共交通機
ということで非常に心配です。 関の空白地域での運行を行ってきました。しかし、平成25年
（２）梶寄は乗る人が少ないから、20人ぐらいのマイクロ 度に地域のバス路線の現状を踏まえながら、コミュニティバ
でいいんじゃないのかと言ったら、松浦からたくさん乗る ス事業の全体的な見直しを検討してまいりますので、議会と
から大型じゃないとだめだと言う。乗る人が少ないから減 しても、その推移を注視して参ります。
らすというのはおかしいのか。佐伯の病院に行って帰ると
いうと1日がかりになるので考えてほしい。

２３ 鶴見 防災スピーカーについて 鶴見地区の防災スピーカーについては、震災前に整備した 総務
防災スピーカーが建っているが、水面から３メートルぐ ものであり、旧想定の津波高（鶴見地松浦2.45ｍ）を考慮し

らいの高さにある。もし津波が３メートルの津波が来たと ているため、確かに御指摘のような設置箇所もあります。ま
きは使えない。なぜあんな高さのスピーカーを建てたのか。 た、いかに迅速かつ効率的に、津波警報等の防災情報を集落
（東日本大震災より前にスピーカーは建てられている。津 住民に伝達するか、それを基本的には重視する内容で検討・
波の想定高がその範囲内であった。） 整備してきました。市では、今後は津波後も有効利用できる

ように、できるだけ高台に設置するよう検討していきたいと
のことです。
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２４ 鶴見 廃校になった校舎（旧東中浦小・旧東中浦中学校）の管理 執行部に確認したところ、施設の跡地利用については、現 教民
について、 時点で具体的な利用方法等はないが、地域の要望等を尊重し
（１）梶寄の学校（旧東中浦小学校・旧東中浦中学校）を ながら検討する。また管理については、校舎の解体は、財政
そのままにしておくのか、壊すのか。外壁には亀裂はない 事情等から現時点では非常に困難な状況にあるので、近隣住
が、耐震性はゼロだと思う。 民に迷惑が及ばないよう除草や衛生面の管理に努めるとのこ
（２）給食調理場だったところが狸の住処になっていて不 とでした。
衛生である。

２５ 鶴見 地区公民館梶寄分館について（老朽化） 昭和47年10月建 執行部に確認したところ、利用者の大半が地区住民となっ 教民
設 ている分館・集会所については地区譲渡など地域と協議を行
（１）公民館は台風などの時には避難場所になるが、建物 い、効果的な運用を検討しているとのことであり、鶴見地区
の壁が落ちてきているのでどうにかならないかと思ってい 公民館梶寄分館についても、建替えの計画はないとのことで
る。建て替えてくれるという話も何年か前にあったが、議 す。
会も考えてほしい。２階建てじゃなくても高齢者が多いか
ら平屋でもいい。２階で会議があっても階段だから出席し
ない人が多い。ほかのところばかり直すんじゃなくて、梶
寄地区も気にかけてほしい。夜だから見えないけど昼間見
ていただいたら分かると思う。
（２）婦人会活動などに支障がある。（炊事場の水漏れ等）

２６ 鶴見 診療所の対応（送迎）について 執行部に確認したところ、現在、佐伯市が運営している８ 教民
丹賀の診療所では以前、梶寄から丹賀までの間を診療が ヶ所の診療所のうち、患者さんの送迎を行っているのは、島

終わったら、診療所の車で送ってくれたが、今は診療所の 内に公共交通機関のない大入島診療所のみで、他の診療所で
車は使用してはいけないということになっているらしい。 は送迎は行っておらず、今後も行わないとのことです。
診療所の職員（所長を含め４人）がいるんですからちょっ 委員会としては、交通手段の確保について研究していきた
との時間、片道５分としても10分あれば患者さんの送り迎 いと思います。
えができる。そういう診療所の職員が送り迎えできるよう
な方法がないのか検討してほしい。（バスの便数が減ること
で診療所への通院にも支障がある）

２７ 鶴見 漁港のことですが、梶寄港の泊地内の酸素量が、この11 梶寄漁港において、10月下旬から12月上旬の間、低酸素 経産
月から12月頃にかけて異常に少なくなるという減少が何年 の状況が直接の原因と考えられる斃 死が港内においてみられ

へ い し

も続いている。釣ってきた魚が死んでしまうというような ました。溶存酸素量調査（※１）により明らかな酸素量の低
ことが続いている。原因がわからないということで、地区 下が確認された（Ｈ24は発生なし）。
要望を通じて港内のしゅんせつをお願いをしたところであ 原因としては、以下の二点が考えられます。
り、なるべく早く工事ができるようにと思っている。毎年 （１）漁港内における貧酸素水塊（※２）の発生。（２）外
同じような時期で、通常だったら酸素量が６ぐらいあるの 部からの貧酸素水塊の流入が考えられる。
が２とか３とかそういうレベルまで下がって魚が生きられ 港内の水深調査を行ったが、貧酸素水塊が発生させるくぼ
ない状態でなってしまう。何とかそういう状態を改善でき 地は確認されませんでした。
ないかと思っていろいろこう考えてはいるんだが、なかな また、地元漁協に聞き取り調査をしたところ、港内の一部
か原因がはっきりわからない中、港内のしゅんせつをとい にヘドロが堆積しているとの情報がありました。
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うことで地区を通じてお願いをしているところである。 これも貧酸素が発生する一つの原因と考えられることから、
躍層（※３）の形成される夏期にＤＯ（溶存酸素量）調査し、
確認をする予定です。
一連の調査を実施し、原因の特定を行い、対応策を検討し

ます。
なお、委員会としても、本事案については、現時点におい

て、原因の特定まではできていないことから、引き続き、夏
期に実施予定のＤＯ調査の結果を見ながら、発生原因の特定
・解明を行い、問題解決・対策等検討することを確認いたし
ました。
※１ 溶存酸素量（ＤＯ）とは
水中に溶けている酸素の量。水質の指標として用いられる。
※２ 貧酸素水塊とは
水中溶存酸素量が極めて不足している孤立した水塊、この

ような水塊の占める水域のこと。これらの移動により、海中
あるいは海底に生息する生物が斃死し、漁業や養殖業といっ
た水産業に打撃をもたらすことがある。
※３ 躍層とは
水温、密度のような状態や塩分、溶存物質濃度などの性質

が、鉛直方向に大きく変化する層。
２８ 大島 離島における救急搬送については大島・深島などは該当 看護師を常駐させることについて、執行部に確認したとこ 教民

しないのか、大入島だけか。 ろ、医療法等の問題もあり、今のところ考えていないとのこ
夜間はまず看護師に電話し、看護師が医師に連絡し、そ とです。

の指示を受けた看護師から指示を受けている。 委員会としても、離島における医療体制については、研究
一人常駐の看護師さんがいれば皆が安心して暮らせる。 していきたいと思います。

今は週に一度、医師と看護師が訪問してくれるだけ。市か
ら一人看護師を派遣してもらいたい。

２９ 米水津 公衆電話的な災害対応用の電話というものが設置できな 米水津の消防団では、現在、海岸線では４キロメートル程 総務
いか。 度の通信が可能な無線登録不要のデジタルトランシーバーの
（避難所からの連絡手段として） 導入を検討しています。避難所からの通信手段としても活用

が期待できるので、市では、消防団との連携も図りながら検
討を進めていきたいとのことです。

３０ 米水津 米水津のトンネルがなぜできないのか。 県道色宮港木立線の道路改良事業の促進及び第２浦代トン 建設
ネルの早期着工については、市の重点課題として、今年度も
大分県に対し要望書を提出しています。県の回答では、木立
側の線形不良箇所については、今年度、道路詳細設計を行っ
ており、来年度以降に用地買収を行い、改良工事に着手する
予定とのことです。まずは、木立側の急カーブが連続する箇
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所について、整備を進めていくと聞いています。
トンネルについては大きな費用を要する大規模事業であり、
早期の着工は難しいとのことです。
この問題は重点課題でもあることから、委員会としても地

元住民と協力しながら、早期着工に向けた要望を県にしてい
きたいと考えています。

３１ 米水津 宮野浦の住民は、夜は４００人ぐらいだか昼間は水産加 米水津地域の認定こども園等設立の要望ですが、これまで 教民
工会社に従事する従業員で９００人規模に膨れ上がる。若 も市に対し地域から要望があり、執行部から、市の対応等経
い人に働いてもらいたいが子どもを預ける認定保育園がな 緯の説明を受けました。「認定こども園」・「預かり保育」・「保
いのでどうにかならないか。 育所」等いくつかの制度や施設があり、利用者により設置を

望む施設も様々であるとのことでした。
委員会としては、まずは、米水津地域の中で十分協議いた

だき、地域の要望を一つにまとめることが必要ではないかと
考えます。

３２ 弥生 防災カメラ（大雨警報などの際にケーブルテレビで放送 市では、防災カメラの増設予定はありませんが今後、消防 総務
をしてもの）の今後の設置予定はあるのか。設置地区の優 団や関係機関等からの要望があれば庁内で協議し、設置に向
先順位などはあるのか。 けて調査等を行います。また、設置地区の優先順位について

は、一度に多数の要望があれば検討しなければなりませんが
災害対策で必要と判断すれば、可能な限り設置する方向で対
応したいとのことです。

３３ 弥生 河川の浸水について、災害が発生する前に水が出たら直 番匠川、井崎川の大臣直轄区域について、国交省は、定期 建設
ぐに見に行くようにしている。非常に心配しているので市 的な河川巡視や点検を実施しており、必要に応じた修繕を行
も同様の対策をお願いする。 って安全確保に努めています。

また、予防対策として異常降雨時における被害の拡大を防
止するため地元自治区、河川管理者及び消防機関等の協力に
より、重要となる水防箇所、その他危険区域を巡視警戒し、
危険があれば直ちに適切な処置をとれるよう逐次警戒に努め
ています。水門管理については、水門操作を市が国から委託
を受けており、操作人を配置して、外水の浸入や内水排除対
策の対応に努めています。
市も台風等による災害が予想される場合は、災害対策本部

を設置しますので、要請があれば、その中での対応は可能と
の市の見解でした。

３４ 弥生 運動公園の指定管理者の募集にミズノが手を上げたが、 「佐伯市総合運動公園の指定管理者の指定について」は、 教民
これまでの管理団体に優先権があるような話でミズノを断 平成２４年第５回定例会（１２月定例会）にて上程され、委
ったらしい。ミズノはオリンピックの選手を抱えており、 員会審査後本会議にて可決されました。
指定管理者になった際には施設の活用にいろんなパイプが 委員会審査等を行う中で、指定管理者選定の経緯について
あったはずだ。市は電話一本でこれを断っており、これを も説明を受けましたが、条例及び募集要項にそって適正に選
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市の３役は知らなかったという。なぜ、こんな経緯になっ 定されており、御指摘のような事実は確認できませんでした。
たのか質してほしい。

３５ 直川 鶴岡小学校そばの踏切について 杉の管理について、執行部に確認したところ、杉が植えら 教民
鉄道の踏切について、10年以上前から気になっているが、 れている敷地は、ＪＲの敷地であり、これまで電車の運行に

鶴岡小学校のところの踏切は坂の浦や野口のほうに行くと 支障をきたす場合は、ＪＲが剪定作業等を行ってきたとのこ
きには左側が見えなく気になっている。どうして改善され とです。また学校からは、防音・防塵対策として残してほし
ないのか。左側に杉の木かなんか並んでいる。どうしてあ いとの意向もあり、市としては伐採の必要性はないと考えて
れを切って見えるようにしないのか。学校のほうもいくら いるとのことです。
か防壁になっているのかと思うが、どうして切り倒すこと
ができないのか。やっぱり人命に関わるので納得のいくよ
うな処置をしてもらいたい。

３６ 直川 体育協会のあり方（公民館との連携含む）について 執行部に確認したところ、『住民主体のスポーツ振興』を目 教民
教育委員会では、社会教育、社会体育、公民館長含めて 指し、平成23年度から支部長を地区住民の代表者に変更した

全部、嘱託なり臨時となっているが一番困るのが、体育協 とのことです。
会の関係である。佐伯市体育協会は会長は市長で、８カ町 しかしながら、教育行政と振興局との接点がないとの御指
村の振興局管内は、区長が今、支部長をしている。宇目の 摘もあり、今後は、公民館長会議・推進委員会議で出される
唄げんかマラソンや本匠の水車マラソンなどの表彰では支 事業計画・報告等の社会教育事業及び体協支部事業やスポー
部長である区長がするが、表彰状の最後は佐伯市体育協会 ツ振興施策について各振興局長に周知し、計画段階から広く
会長西嶋泰義と読み上げる。そういうことを考えたときに 意見を聞く機会を設けることで振興局と教育行政とのつなが
は振興局のトップである振興局長が体育協会の支部長にな りを構築し、各地域の状況を踏まえた社会教育・社会体育活
れば格好がつくのではという気がする。旧郡部の場合、町 動が行えるよう改善するとのことです。
村長が体育協会の会長をしていたので非常にガチッとして
いた。また公民館では、現在直川の公民館は、５人か６人
いますが、振興局とは全く関係がない。全部直営ではない
ので本庁でやっている。一般住民から見れば、振興局長が
全て把握しているなという気がするが、振興局長は全く公
民館関係には携わっていないので、体育協会の支部長にで
も振興局長がなれば、教育委員会との接点ができるのでは
という気がしている。昔は人づくりは社会教育課、体力・
健康づくりは体育協会なり社会体育でしていた。このよう
な実情を知っていただいで、実際にどのようなかたちがい
いのか、振興局長がいいのか、議論してもらいたい。

３７ 本匠 防災スピーカーについて、市長は全体で40億円かかると 本匠の山間部などスピーカーでの効率が悪い場合は、戸別 総務
言ったが、本匠など山の中では一軒屋とかが多く、スピー 受信機の設置を行っています。しかし、戸別受信機の設置は
カーでは効率悪い、戸別のほうがいいのではないか。40億 １台が５万円掛かり、電波状況の悪いところではアンテナの
円掛かるのなら何年間かかけてやればよい。戸別があると 設置に５万円掛かります。また、維持管理にも費用負担があ
ころも廃止の方向と聞くが考え直してほしい。 り、耐用年数も１０年程度と考えられていますので、財政状

況の厳しい佐伯市で全戸に設置することはかなりの負担とな
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ります。確かに防災スピーカーでは、降雨時等屋内では聞こ
えない状況もあり、防災担当課ではそういった意見も踏まえ、
さいきホットメールやＣＡＴＶのデータ放送及びテロップで
の防災情報の提供を行っていますが、まだ不十分だと思われ
ます。
市では、今後地域から要望のある防災ラジオの導入につい

て平成25年度に調査する予定であり、この導入を含め屋内で
の防災情報伝達手段の構築を考えていくとのことです。

３８ 本匠 大手前開発については、今まで使ってきた経費を市民に 執行部に確認したところ、平成24年度の予算は執行中であ 地開
わかりやすい説明を市報に載せるなどして説明責任を果た り決算も経ていないので、公表の仕方については、今後、市
してほしい。 報への掲載も含め検討する。また、平成25年度、26年度の

次期計画策定に向けた取組の中で、これまで使った経費を含
め市民にわかりやすい説明をし、理解・協力を得たいとのこ
とでした。
委員会としては、調査設計費の内訳や人件費についても市

民へわかりやすく公表するよう要望しました。
３９ 宇目 保健福祉センターの統合と大分バスの田原から木浦線が 市では、職員数の削減による市民サービスの低下を来さな 総務

廃止、そして火葬場の廃止。この宇目地区は佐伯の中で一 いように、事務事業の見直しを行い、取り組んでいます。今
番距離があるんです。今後の住民サービスがどうなってい 後、地域主権改革が進む中、本庁と振興局の担う業務・役割
くのかということを議会の方がチェックをしていただきた 分担について更に検討がされるため、議会もこれを注視して
い。蒲江とか宇目とか距離がありますから、ここは特区的 まいります。
な感覚で振興局長さんの権限も与えて、ここで政策を決定
して本庁に報告して行政をやっていくというスタイルがい
いと思う。行革でしゃにむに減らすと住民サービスがおか
しくなってくる。その辺をしっかりと見ていただきたい。


